
群馬県精神保健福祉士会 教育研修委員会 2023 年度 第 4 回会議議事録 

 

・日時：2023 年 11 月 9 日(木) 19:00～22:00 

・会場：ｵﾝﾗｲﾝ形式（Zoom ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ） 

・参加者：井内信吾（PPK），小淵恵造（ﾛｶｰﾚ），小島廉（ｱﾙｶﾃﾞｨｱ），小林拓人（つつじﾒﾝﾀﾙﾎｽﾋﾟﾀﾙ）， 

坂本里緒菜（大島病院），佐藤晶彦（田中病院），志村律（ﾌｧﾐﾘｱ），関口茜（大島病院）， 

高橋恭子（ﾊﾛｰﾜｰｸ），林次郎（大島病院），福永晋太郎（ｹﾝ・ｸﾘﾆｯｸ），三井田茉唯（ｹﾝ・ｸﾘﾆｯｸ） 

 

◆協議事項 

（１）2023 年度 第 2 回研修会について 

・日時 ：2023 年 12 月 3 日(日) 13:30～16:00 

・会場 ：前橋市総合福祉会館 2 階 子育て研修室（前橋市日吉町 2-17-10） 

・内容 ：ｺﾐｭﾆﾃｨｺｰﾋﾟﾝｸﾞ（体験会）＜https://comcop.jp/＞ 

・ﾀｲﾄﾙ ：「みんなで社会的孤立をなくせ！ ～ｺﾐｭﾆﾃｨｺｰﾋﾟﾝｸﾞ～（体験型ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）」 

・講師 ：ｺﾐｭﾆﾃｨｺｰﾋﾟﾝｸﾞ認定ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの方々4 名にお越しいただく。（代表/①松本氏） 

①松本佑司 氏（NPO 法人福聚会ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ事務所そえしあ MHSW） 

      ②松井氏（薬剤師） ③松下氏（深谷市役所職員） ④小林氏（渋川市役所職員） 

・参加費：無料（※ｲﾍﾞﾝﾄ管理ﾂｰﾙは Google ﾌｫｰﾑのみを用いる。） 

・対象者：先着 24 名までとする。 

 

◎ﾀｲﾑｽｹｼﾞｭｰﾙ 

11:00 委員集合/会場準備  12:00 ﾗﾝﾁﾐｰﾃｨﾝｸﾞ  13:00 開場/受付 

13:30 開会  13:30～13:40 委員長挨拶及び注意事項等説明， 

 13:40～14:00 そえしあ事業説明(20 分) 

14:00～14:10 ﾎﾞｰﾄﾞｹﾞｰﾑﾙｰﾙ説明(10 分) 

14:10～15:10 ﾎﾞｰﾄﾞｹﾞｰﾑ体験(60 分) 

15:10～15:20 休憩(10 分) 

15:20～15:45 振り返りおよびｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ(25 分) 

15:45～15:55 全体ｼｪｱﾘﾝｸﾞ(10 分) 

15:55 ｱﾝｹｰﾄ案内および事務連絡等  16:00 閉会 

   （※あくまでも目安であるため柔軟に運営していく。） 

  

・役割分担：進行役/小淵さん  ｸﾞﾙｰﾌﾟ分け/小林さん  会場設営,受付等/委員全員で適宜行う。 

・謝礼金：①松本氏と②松井氏は謝金の受領可能。 

③松下氏と④小林氏は市役所勤務のため謝金の受領不可。 

（4 名とも自家用車で会場までお越しいただく予定） 

   → ①松本氏と②松井氏には、交通費込みの「講演謝金」として 1 万円をお渡しする。 

③松下氏と④小林氏には、「御車代」として勤務先の市役所から会場（前橋市福祉会館）まで

の往復距離について「1km/30 円」を算出根拠とした概算金額をお渡しする。 

→ ③松下氏：深谷市役所⇔会場 74km×30 円=2220 円≒2300 円 

④小林氏：渋川市役所⇔会場 30km×30 円＝900 円 

※ 講演料や交通費を含めた謝礼金の取り扱いについては、今後もこのような検討を要する

事態が起こり得ると考えられるため、県士会としての規程の策定の是非について、今後の

理事会の際に発議してみる。 

・備品等：視聴覚機材（ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、ｽｸﾘｰﾝ、ﾏｲｸなど）の要否について確認する。 

当日の昼食は佐藤が手配する。 

・広報 ：ﾒｰﾘﾝｸﾞﾘｽﾄ、ﾁﾗｼ発送、当会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞおよび Facebook などを用いて行う。 

・その他：会場（前橋市総合福祉会館 子育て研修室）の空調が壊れており使用できない旨の連絡あり。 

     → 暖房の持ち込み可否などについて先方と相談する。 

     講師の方々には 11:15～11:30 頃に会場へお越しいただくよう依頼する。 

当日の撮影可否については後日確認する。 

 

 

 

 

https://comcop.jp/


 

 

 

（２）2023 年度 第 3 回研修会について 

・日程 ：2024 年 2 月〜3 月頃 

・ﾃｰﾏ  ：（大ﾃｰﾏ：「多様なｿｰｼｬﾙﾜｰｸの実践・社会課題」） 

     →「実習指導（後進育成）」を主題とする。 

・趣意 ：精神保健福祉士養成施設等指導要領の内容は定期的に見直しが加えられているが、実習指導 

者側のｱｯﾌﾟﾃﾞｰﾄはなされていない面があったり、現場において対応に苦慮している MHSW 

も少なくないのでないかと推察される。 

当会内でも実習指導に携わっている会員は多く、各養成校との密に連関する機会を設けて 

率直な意見交換を交わしたうえで責務である後進育成に寄与していきたい。 

     成り行きによっては、今後小ｸﾞﾙｰﾌﾟや委員会の設置などといった展開の可能性も模索する。 

→ 詳細については、次回 12 月中に第 5 回委員会会議を開催して具体的に検討していく。 

 

◎その他 厳選した選考検討企画案 

 ・「高次脳機能障害について」（NPO 法人ﾉｰｻｲﾄﾞ） 

  （※ 10 月 10 日(火)に田中病院 地域活動支援ｾﾝﾀｰよしおかにて、NPO 法人ﾉｰｻｲﾄの下田理事長と 

岡村副理事長との下相談実施。佐藤と狩野事務局が対応） 

 ・「発達障害と愛着障害の相違点と類似点及びその対応方法」（名城健二先生）（※ｵﾝﾗｲﾝ形式） 

・「ﾄﾗｳﾏｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｹｱ」（浪久悠先生(国立病院機構 久里浜医療ｾﾝﾀｰ ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 作業療法士長)） 

 

（３）次回（第 5 回）委員会会議について 

→ 12 月中に開催できるように調整する。 

 

３．その他（連絡事項等） 

  ・11 月３-４日 第 58 回(公社)日本精神保健福祉士協会全国大会（於：愛媛県県民文化会館） 

 

（文責：佐藤） 


